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                             開会 午前９時３０分 

     ◎開会宣言 

○岩藤議長 ただいまから、令和３年第４回置戸町議会臨時会を開会します。 

 

     ◎開議宣言 

○岩藤議長 これから、本日の会議を開きます。 

 

     ◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○岩藤議長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、置戸町議会会議規則第１２２条の規定によって、１番 石井伸二

議員及び２番 小林満議員を指名します。 

 

     ◎諸般の報告 

○岩藤議長 これから、諸般の報告をします。 

事務局長から報告させます。 

事務局長。 

○今西事務局長 今期臨時会に町長から提出された議案は、次のとおりです。 

・議案第３６号。 

今期臨時会に議案等説明のため出席を求めた者及び委任を受けて出席する者は、お手

元に配付した名簿のとおりです。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

報告を終わります。 

○岩藤議長 これで諸般の報告を終わります。 

 

     ◎日程第２ 会期の決定 

○岩藤議長 日程第２、会期の決定を議題にします。 

お諮りします。 

本臨時会の会期は、本日１日間としたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 異議なしと認めます。 

  したがって会期は、本日１日間と決定しました。 

 

     ◎日程第 ３ 議案第３６号 令和３年度置戸町一般会計補正予算（第２号） 

○岩藤議長 日程第３、議案第３６号 令和３年度置戸町一般会計補正予算（第２号）を

議題とします。 

○岩藤議長 本案に対し提案理由の説明を求めます。 
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  町長。 

○深川町長 ただいま議題となりました議案第３６号 令和３年度置戸町一般会計補正予

算（第２号）でありますが、企画財政課長より説明いたします。 

  企画財政課長。 

○坂森企画財政課長 議案第３６号について説明をいたします。 

  議案第３６号 令和３年度置戸町一般会計補正予算（第２号）。 

  令和３年度置戸町の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３，８９１万２，０００円を追加し、 

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４４億６，５２５万１，０００円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正） 

第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

  第１表の歳入歳出予算補正につきましては、後ほど別冊の令和３年度置戸町一般会計

補正予算事項別明細書（第２号）で説明をいたします。 

  第２表 地方債補正についてご説明いたしますので、３ページをお開き下さい。 

  表に記載の、中央公民館外壁改修工事につきましては、事業費の増加に伴い変更を行

うものです。補正後の額につきましては、表の右側、補正後の限度額に記載のとおりで

す。なお、起債の方法、利率、償還の方法につきましては、変更はございません。 

引き続き、令和３年度置戸町一般会計補正予算事項別明細書（第２号）により説明を

いたしますので、事項別明細書の１２ページをお開き下さい。 

地方債の前前何度末における現在高並びに前年度末及び当該年度末における現在高の

見込みに関する調書でございますが、当該年度中増減見込みの起債見込額の欄をご覧下

さい。３．その他（２）過疎対策事業債の欄は、今回の補正に関わる変更により、３億

５，１００万円となり、下段の合計の欄では、６００万円を増額し、本年度の起債見込

額は、４億５，６００万円となります。一番右側の列の合計の欄ですが、令和３年度末

の現在高見込額は、４９億３，８１４万２，０００円となります。 

以上で、第２表 地方債補正の説明を終わります。 

次に、第１表 歳入歳出予算補正についてご説明いたしますので、事項別明細書の６

ページ、７ページをお開き下さい。 

（以下、記載省略。令和３年度置戸町一般会計補正予算事項別明細書（第２号）、別添 

のとおり） 

○岩藤議長 これで、議案第３６号の提案理由の説明を終わります。 

これから、質疑を行います。 

○岩藤議長 議案第３６号 令和３年度置戸町一般会計補正予算（第２号）。 

第１条 歳入歳出予算の補正は、別冊の事項別明細書（第２号）、６ページ、７ページ、 
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歳出から進めます。 

  ３．歳出。３款民生費、１項社会福祉費。４款衛生費、１項保健衛生費。６款農林水

産業費、１項農業費。 

  質疑はありませんか。 

  ４番 佐藤議員。 

○４番 佐藤議員 一番上段の民生費の中の、老人福祉事業支援に要する経費の委託料な

んですが、１００万、コンサルタント業務を委託するということなんだけど、まず確認

なんですけど、これからコンサルを委託するということで契約期間はいつまで成果をも

らうのか。それから、説明の中で指定管理、今年１０年で完了して、来年から継続すれ

ばまた新たに始まるんですけど、指定管理を参考にするということなんだけど、一体全

体これからコンサルタントから経営分析してもらって、成果をもらって、それから指定

管理を参考にするって、参考になるのかどうなのか。間に合うのかどうなのか、その辺

の整合性っていうのはちゃんと取れているのかどうか説明願いたい。 

○岩藤議長 地域福祉センター所長。 

○石森地域福祉センター所長 委託期間につきましては、今年度末を予定しております

が、今、町としても進めております、経営分析の中で、どうしても我々の目線とは違う

専門的な目線からの助言をいただきたいというふうに思っております。そういった中で

各資料の方につきましては、リモート含めまして、２～３か月程度で大よその結論をつ

けていただけるという形でお話をいただいております。物自体につきましては、最終の

３月を予定しておりますが、そういった２～３か月で助言をいただきまして、その中で

指定管理の中での更新を含めて参考にさせていただきたいなと思っているところでござ

います。 

○岩藤議長 ４番。 

○４番 佐藤議員 今後の指定管理を参考にするんであれば、もっと先にね、この業務委

託を受けて経営分析して、必要なもの、町として分からない部分については、それは報

告を受けるべきだと思うんですよね。１００万もかけて、それで１０年間やって、今後

これを参考にするって言っても、ちょっと時期が逸しているんでないかと、そう思うわ

けです。６月、７月に所管の総務常任委員会で数々の１０年間の資料をいただきまし

た。その中で、経営課題と言うか検証すべき事っていうのは、いろいろ出てきて、その

中で議会からも意見を申し上げたはずなんですよね。それに基づいてきちっと受託者で

ある、社会福祉協議会と事務方でもう少し折衝って言うか意見を固めていくべきだと思

うんですよね。このように１００万もお金をかけて何の結論を出してもらうのか。 

それと、もう一点は、受託者と委託者の立場が違うのではないかと思うんだよね。受

託する立場、社会福祉協議会が今後１０年間置戸町から委託を受けた場合に、どうなる

んだろうという、そういうことについての見解を求める経営分析であれば分かると思う

んだよね。ただ町が、例えばですよ、まだ契約してないから分からないんだけど、おそ

らくまた１０年間社会福祉協議会に委託しようとしているんだと思うんだけど、それで
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あればちょっと違うと思うんだよね。受ける方が自分たちの老人ホームの２つの老人

ホームの経営について、どうなんだろうということで、これから１０年間受けるべきか

どうかとか、それを検証する資料にするのであれば、社会福祉協議会がこの業務委託を

して、しっかりと町といろいろ打ち合わせをしながら進めるのが本当だと思うんだよ

ね。町は、あくまでも過程だけど、相手側に委託しようとするんであれば、この調査っ

ていうのは、ちょっと目的が違うんでないかと思うんだけど、その辺の見解は如何です

か。 

○岩藤議長 地域福祉センター所長。 

○石森地域福祉センター所長 まず一点目でございますけれども、社会福祉協議会の方か

ら、６月の末に今年度の業務の中身、それから、決算状況をいただいております。その

中で、我々町としましても検討を進めておりました中で、どうしても分からない部分っ

ていうのが出てきます。それで、管内の会計士さん数件にもお話を聞いていたんです

が、やはり福祉の会計的には、ちょっと専門的なところじゃないと難しいという話をさ

れまして、それでやはり我々としましても、その福祉の会計専門のコンサルタントのと

ころにお話を伺った方が、今後の１０年を見据えた中で選考の中で、資料として有用が

できるのではないかという中から今回お出しをさせていただいたということでございま

す。 

それから、２点目でございますが、社会福祉協議会は社会福祉協議会で、今回１０年

間の総括をしていただいております。社会福祉協議会は単独で、それから、町は町とし

て進めておりまして、それを今後持ち寄ってですね、すり合わせをしながら問題点を洗

い出し、それをどう解決していくかという協議をさせていただくという状況でございま

す。 

○岩藤議長 ４番。 

○４番 佐藤議員 専門家の目から見た福祉って言うか施設の経営の在り方っていうこと

を意見もらうんだと、そういう見解だと思いますが、それはそれとして理解できないこ

とはないんだけど、ただ、もうまさに委託の方向がですね、もう９月からある程度、議

会に対して方針が出されたり、或いは、議会は議会として日数を重ねて審議していくと

いう日程もあるわけだから、ちょっと時期がですね遅すぎないかという、そういう意見

として言わせていただきたいと思います。少なくても１０年間こうやって委託をしてき

ているわけだから、もっと早い時期に問題点だとか、課題だとか、専門家の方から見た

面だとか、そういう取り組みを早くすべきだと思うし、意見になるかもしれないけど、 

今後ですね、また１０年間やるとすれば、例えば、５年ごとの半期ごとのこういった専

門家の意見を聞くだとか、双方が意見を寄せ合って問題点を洗い直すとか、その辺のこ

とをですね、今後の糧にしていただきたいと思います。意見として、何かあれば伺いた

いと思います。 

○岩藤議長 地域福祉センター所長。 

○石森地域福祉センター所長 先日、議会の方々からもご意見をいただいております。そ
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ういった中でしっかり確認をしながらしっかり評価をしていくというようなことを申さ

れておりましたので、こういった専門的な方々の意見を聞きながら有用的に使っていき

たいと思っておりますし、今後、本当に１０年間これまで評価をしてきてはおりません

でした。そういった中で今ご指摘のとおり、５年間で半年、半期に一回とか、そういっ

た中での評価も含めていろいろと必要かなというふうに思っておりますので、今後の業

務に参考とさせていただきたいなというふうに思ってございます。 

○岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  ６番 髙谷議員。 

○６番 髙谷議員 温泉利用促進事業補助金の関係についてお伺いをしますが、その前に

６月の定例会において、町民に対する補助ということで、大人が３００円でしたか、そ

れから、子供が２００円と。６００万の補助のための助成のための予算を組んだわけで

ありますけども、１２月までに１万９，０００人だったかな、の予定だということなん

ですが、まず一点、現在に至るまでの町内の利用者の実績と、１２月までの概ねどの程

度この１万９，０００人の数字に果たして近づくのか、その辺の予想についてもしあり

ましたらまずお聞きをしたいと思います。 

○岩藤議長 産業振興課長。 

○五十嵐産業振興課長 ただ今の髙谷議員からのご質問でございますが、一月単位の集計

ですので一月の実績しか出ておりませんが、７月の実績をお話させていただきたいと思

います。ご了承願います。７月のですね３１日間の町民割の大人の人数ですが、１，１

２０人です。延べです。子どもの人数ですが、７９人。併せまして、１，１９９人にな

ります。全体ですね、７月の全入浴者数が、５，００７人です。これを割り返しますと、 

町民が割合がですね、２３．９％。町外が７６．１％。この５，００７人の延べ数字で

ございますが、前年度対比でいきますと、マイナスの４９８人という形になっておりま

して、町民の割合でいきますと、数％です。現実的には、３％程度という事になります

が、この補助金が入る前よりは増加をしております。ただ、私共が思っておりました、 

６月の定例会でもご説明させていただいたとおりの予想人数よりは、今のところ出足が

遅いという現状もございます。ただ今、オリンピック、それから、お盆等々におきまし

て、まん延防止の適用措置区域の拡大であったり、全国的には、緊急事態宣言の拡大と

いうところも影響しているかとは思いますけども、８月の状況につきましては、ただ今

途中経過ではございます。ただ、この数字しか、お盆の１週間前後につきましては、来

客、入浴客ですね、入浴客の状況は増えているというお話は聞いてございますけども、 

正確な数字につきましては、まだ８月末、翌月の１０日前後でないと集計してこないも

のですから、よろしくお願いしたいと思います。なお、１２月までの見込みですけども、 

期待値としては予算で説明させていただいたとおりでございますが、今あまり状況的に

は良くなっていないというところもありまして、大体この数％程度の増ぐらいでいって

しまうのかなというような思いもせざるを得ないという状況もございます。ただ、この

後、秋に向けてですね、トレーラーハウスのオープンであったり、コテージにつきまし
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ては、相変わらず稼働率は増えております。休みもなく稼働しているという状況もあり

ますので、それらの追い風に乗りながら予測通り増えていければなというふうに思って

いるところであります。 

○岩藤議長 ６番。 

○６番 髙谷議員 この期に及んで町外の方にも助成と。町外の方に助成するわけではな

いんですが、結果的にはそういう割引措置をして来客数を何とか増やそうという試みだ

というふうに思います。それで、年間ゆぅゆの大体の平均が、６万から６万５，０００

人ぐらいなんです。それを今、課長おっしゃられたように、町内のシェアっていうのは、 

大体２０％から２５％ぐらいの中で今で過去ずっと動いてきたんですよね。それを半年

間で１万９，０００人と言うのは、かなり無理な数字を立ち上げてそれを助成措置しよ

うとするところであれば、そもそもこういう措置は利用者の実績としてするよりも、直

接ゆぅゆに対してやった方が、ほぼ予算通りの執行が見込めると。今の状況からいく

と、７月の、これをもとの数字にするとすれば、１万９，０００人の内の半分もひょっ

とすると到達しないまま終わってしまえば、６００万の予算が３００万しかゆぅゆに対

して助成できないような状況だと。これ町外も同じこと言えると思うんですけども、そ

の辺はちょっと疑問視するところであります。それと、今コロナも第４波、非常に厳し

い状況で北海道も地域を区切っていますけども、まん延防止。人流をなるべく抑制、抑

制とそういう対策を講じている中において、ゆぅゆに何とか人を呼び寄せようと。人流

をある意味では進めようとするような対策にも、これひょっとすると、この地域は、ま

ん延防止対策からはちょっと外れていますけども、北海道全体を考えて、人流を抑制し

ようとする対策を講じている中において、いわゆる人を呼び込もうとするようなこうい

う対策って言うのは、果たしてどうなのかなっていう気がするんです。そうであれば、 

両方合わせて、およそ１，０００万ぐらいのゆぅゆに対する助成措置を講じて考えると

すれば、予算をきちっと、何て言うんでしょうか、こうしようとするのであれば別な方

法もまたちょっと考えなきゃいけないのかなというふうに思います。少なくても今の人

流を抑制して、なるべく不要不急の外出っていうようなところは抑えられているような

状況の中でこの対策を講じるということは、人を動かすということだから、それが果た

して理解できるかどうか。その辺もちょっと考えてみてはどうかなというふうに思いま

すけども、如何でしょうか。 

○岩藤議長 産業振興課長。 

○五十嵐産業振興課長 ただ今のご質問、ご意見という形に対してですけども、一つは、 

先程申し上げました、ご説明させていただいたとおりですね、今後の状況というのが今

まさに読めないという状況が一つございます。今、髙谷議員がおっしゃられたとおり、 

第４波が来るのではないかということで、かなり緊急事態宣言、まん延防止措置の適用

範囲も拡大になりつつあります。かなり状況として悪くなってきたらですね、この事業

につきましても、やはり様子を見て時期を少し見送るというような形の措置も取らせて

いただかなきゃならないという状況にもあるかと思いますが、この一つ、町内の集客を
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集めたいという６月議会の提案につきましては、やはりコロナ禍におきましても、町民

の宝であるゆぅゆというものを再認識、再確認いただくと共に、なかなか行くことがで

きないとか、利用したことがない方に、一度でいいので足を運んでいただきたいという

思いが強く提案をさせていただいたところでございます。しかしながら現実としまして

は、やはりコロナということの影響も少なからずあると思いますし、今年３０度、３５

度を超える猛暑日、若しくは真夏日という日がかなり続いたというのも少なからず影響

しているのではないかなというふうに、担当者としては分析をしているところでござい

ます。いずれにしましても今後ですね、町外の方を呼び込むにあたりましては、人流を

防ぐという意味では、かなり何て言いましょう、厳しいという状況もございますが、や

はり一方で入浴客が減少しているという状況もあります。先程、直接補助というお話も

ありました。大変有難いお話ではあります。直接補助というものもですね、私共も考え

たんですけども、やはり一つには、今まで入っていた人数が同じだけの人数を入ってい

ただくとすれば、そこにあまり前年との差というのは埋まらないんですけども、大体、 

直接補助の金額というのは読めるんですが、先程申し上げましたとおり、やはり一人で

も多く、行った事のない人が利用していただきたいということで、プラスアルファのと

ころを実は期待をしていたところであります。それで、当然ゆぅゆの方の自助努力も含

めまして、できれば例年通りの実績の上回る部分に対して上乗せをしたいなというとこ

ろから、今回のこのような一部補助という形を取らせていただいた次第でございます。 

しかし、予算の読みが甘かったと言われれば、それまででございますけども、やっぱり

思った以上にですね、利用客の増というのは、少し伸び悩んでいるという、確かにそう

いう実績もございます。ですので、もちろん現場の方でですね、ゆぅゆの方におきまし

ては、感染症対策、今までと同じ対策になりますし、更には、状況によっては、それ以

上の対策ということもありますので、それらの対策を徹底して取りながら、今後も集客

増に向けて進めさせていただきたいということと、それから、町内、町外合わせて前年

実績、前々年実績よりも増のプラスになるような形のところに町費の方を投入をさせて

いただきたいなというような関係もあることから、今回このような提案をさせていただ

いたところでございます。 

○岩藤議長 ６番。 

○６番 髙谷議員 非常に難しい、人流を抑えながら実績を上げるというのは、ちょっと

相反しているので、これ非常に厳しいと思います。合わせて、トレーラーハウスこれか

らオープンしますよ。それに合わせてコテージも含めて、一人当たり５，０００円のク

ラフト、これは地元のクラフト産業に対する推進の事業についても分かるんですけど

も、これもある意味では、人流を抑えるという意味では、逆のさやもそこに働いている

と。これ予算が全部、新型コロナウイルス感染のための感染症の対応のための予算なん

ですよ。これまん延防止に反するような事業を起こしておいて、それで新型コロナウイ

ルスから予算を流用して使うという、その辺についてもちょっと、何て言うのかな、歯

がゆいと言うか何とも難しい思いがあるんです。もう既に４，６００万の内の約３，０
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００万これに使っちゃうって、本当にコロナを何とか抑え込もうとか、そういうための

予算っていうのは、これからどういうふうに考えているんでしょうかね。 

○岩藤議長 ここでしばらく休憩します。１１時０５分から再開します。 

                            

休憩 １０時４６分 

再開 １１時０５分 

                            

○岩藤議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  議案の質疑を続けます。 

○岩藤議長 議案第３６号 令和３年度置戸町一般会計補正予算事項別明細書（第２号）。 

  歳出。６ページ、７ページ。 

  町長。 

○深川町長 休憩前に髙谷議員からの質問がございました。コロナウイルスの感染症対策

の地方創生交付金を使っての対策、これは矛盾がある部分もあるということは、議員の

ご指摘のとおり、世の中でアクセルとブレーキを両方持ちながらやらなければならない

と。一つには、感染の予防を図っていかなければならないと。それから、皆さんの動脈

である、市町村や国民生活の経済も守っていかなければならないと。この両輪でこの対

応、創生交付金が出来ております。本町におきましても、もちろん髙谷議員おっしゃる

とおり、感染予防の方は、いろんなマスコミでもご報告なってますけども、もう既に一

般町民の予防接種については一段落つきました。これは管内の方でも早い方だったと思

います。町の公共施設の閉鎖もこの時期に合わせてですね、まん防が出ればこうする、 

それから、外出の抑制も含めてですね、閉鎖等もそれぞれ対策本部を開きながら、町民

の方にもご協力をいただきながら予防対策を講じてきたところでございまして、その結

果も伴って、本町では今のところ大きな報告、それから、感染のまん延も報告がなされ

ておりません。しかしながら一方で、この対策、今経済の方も困っている業者さんを助

けていかなければならない、生活を支えていかなければならないと共に、将来を見据え

て投資をしていかなければ、なおさら、このコロナがいつ完全に収束するか見えませ

ん。将来の投資への向かってのこの交付金の使い方も今まで昨年来の交付金の補正予

算、それから、予算編成でもですね、光ファイバーの整備や、それからＧＩＧＡスクー 

ル構想など、将来へのどちらかというと投資に向かった金額の使い方もしております。 

このゆぅゆの支援対策につきましては、６月の末に第５期の一般社団の総会がありまし

た。今年につきましてもですね、新聞報道のとおり、６６０万円ほどの赤字となってお

ります。このことはですね、今コロナだから落ちているだけではなくて、２９年のオー 

プンから大きく収入は落ちてきています。そのためにこのトレーラーハウスも今後の運

営に向けてということも含めて、このコロナの、アフターコロナの経営も含めて対策を

練ってきております。この入浴の助成も、実際に人流を抑えるという中で集客をしてい

いものだろうかというそういうジレンマもありますが、その時期、その時期、まん延防
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止対策の発令があったり、そうすればですね時期を変えたり、延期をしたり、若しくは、 

中止をしたりしながら備えていきたいと思いますが、入浴客の減少は、当初、２９年の

オープンよりも４割ほど落ちてきています。このコロナで２割ほど更に落ちてますが、 

このことは、アフターコロナのゆぅゆの経営においてもですね、大きな下降傾向ってい

うのは改善できないだろうということで、そのように入浴を少しでも多くの方に来てい

ただきたいということで備えてですね、この対策を練っておりますし、今回の経済対策

は、町内の業者さん、それから、商店街さん、それから、町民の皆さん、いろいろな工

夫をしながら、前回とは違った取り組みをしております。先程、オケクラフトのことも

議員からもお話がありましたが、いろいろな置戸の業態で考えられるところにお金を回

していこうという対策でございますので、どうぞご理解いただきたいと思います。ゆぅ

ゆの経営につきましてはですね、当初、５，１５０万円、町からの出捐金、それから、 

町民の社員の皆さんの出捐金合わせまして、５，１５０万円を元手に始めた経営でござ

いますが、この５期終わってみますとですね、約半分に累積は要するに２，５００万円

ほど収支としては赤になってきたということでございます。今後、アフターコロナに向

けて、この収支が少しでも改善できるようにするためにも、このような諸々の対策を取

ってお客さんを呼び込んでいきたいと思いますが、人流抑制という面でいけば、そのタ

イミング、タイミングでですね、対策を遅らせたり、それから、見定めながらですね、 

この実施を図っていきたいと思いますので、ご了承いただきたいと思います。 

○岩藤議長 ６番。 

○６番 髙谷議員 非常に歯がゆい、今ここで示されている事業の中で、いわゆる町民に

対する５，０００円の関係についても、それから、事業者に対する助成金に対しても、 

これは実績というよりも、いわゆるゆぅゆに対する利用者の分の補助を出す分とは、ち

ょっと中身が違うんです。実際に、これを置き換えてゆぅゆにして考えたとすれば、 

１，０００万の予算、町内者、町外者合わせて約１，０００万、これ直接１，０００万

をゆぅゆに補助した方が、いわゆる他の事業とつじつまが合うんですよ。と言うのは、 

これからの実績で、１，０００万だけど半分しか入らなかったら半分しか入らないとい

うことだから、ちょっと事業の中身としての考え方が違うんですよ。その辺はもうちょ

っと、これも非常に裏腹な部分、人流抑制、抑制と言いながら、片方では客を呼び込む

ための対策として、今ならゆぅゆへ行けば３００円で入れますよとか、町内だと２００

円で入れますよって言うのは、これある意味、客を呼び込むための施策だから、これ実

績伴ってそれがクリアして１，０００万ならいいですよ。だけど、今のこの想定からい

ったら、おそらく半分ですよ。おおよそ５００万ぐらいしかゆぅゆには還元できない。 

それだったらこういう特別なこういう時期の措置であれば、１，０００万は、このコロ

ナ対策でゆぅゆに直接補助した方が見えやすいって言うか分かりやすい。町民の理解を

得られるかどうか分からないけど、その方が町内の事業者に３０万補助します、２０万

補助します、町民に１人５，０００円ずつ商品券出しますよって、この５，０００円は、 

いわゆる町内の商工業者に対する振興策としてやるんだけど、これ出ますよ、１人５，
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０００円ずつ、もらえばみんな使うんだから。だけど、ゆぅゆはそうはいかない。いか

なかったら、その２００円なり３００円の補助って言うのは、発生してこないから。そ

うすると、これ７月から１２月、半年間の中でクリアしようとしているんだけど、これ

無理ですよ。それは、先延ばしして仮に年度末の３月いっぱいまでこの事業をやります

よって言ったって、他の人たち、事業者にはきちっとこの予算がクリアした金額は全部

回るんだけど、ゆぅゆには１，０００万って言いながら、１，０００万入らないかもし

れない。５００万かもしれない。それはむしろゆぅゆには、そっちの方で何とかしてあ

げた方がいいんじゃないかなっていう、この特別な時期だからそう思うんですけど、そ

の辺も含めて考えてみてはどうかなということなんですけど、如何でしょうか。 

○岩藤議長 町長。 

○深川町長 議員のおっしゃるとおり、前回の町民の入浴券の助成の関係も、これは人数

が増えなければ、出すお金が町民が払う分が町が出すだけで人数は増えなければゆぅゆ

の経営には何らプラスにはなってないんです。先程、産業振興課長から申し上げました

とおり、前回の補助で寄与した部分は３％ぐらいだろうと。今１か月ぐらいしかまだ分

かりませんけども、そんな状況もあります。しかしながら、将来に向けてですね、今回

このコロナを乗り切っても、ゆぅゆは大きな経営は厳しさを迎えている時期です。是非

とも１人でもですね、人流抑制と言いながら一方でどうかっていう議論はありますが、 

それはちょっと置いといてもですね、やはり多くの方にゆぅゆに来ていただけなけれ

ば、このゆぅゆは存続していかないんだろということで、先程、再三申し上げましたけ

ども、トレーラーハウスなり、新規の投資をさせていただいております。この予算編成

がどれだけ補正予算をした分が使われるかっていうことは、本当にコロナの状況を見な

いと分からないこともありますが、こちらの方では１０月１日からの実施に向けてです

ね、これを思ってましたので、先月、北見市がまん防の要請をしたんですけどもなりま

せんでしたが、情勢が好転してくればですね、安定してくれば、この目標達成に向けて、 

テレビでのＰＲ活動を含めて集客を務めていきたいと思います。先程言いましたよう

に、人流は抑えるというのはさておいての話ですよ、そういうことでご理解いただきた

いと思います。 

○岩藤議長 ６番。 

○６番 髙谷議員 非常に心苦しいところあるのは分かるので、そこは何とかいろいろ創

意工夫を考えながらやってもらいたいなというふうに思います。それで、この機会なの

でゆぅゆも、いわゆるお客さんが利用した分に合わせて１人８０円の入湯税から、概ね

５，０００人入れば４０万ぐらいだと思うんです。だから、これ下回らなければいいん

だけども、いわゆる利用者が減ってきたら入湯税も減るよと。見合い分はゆぅゆに今補

助しているんです、消費税抜いているんだけど。この消費税もどうかと思うんだけど、 

消費税抜いた分の入湯税見合い分をゆぅゆに補助してますと。そしたら、経営苦しくな

ってきて４０万の入湯税が３０万になっちゃった。そしたら、補助額も下がってくるっ

て、これもちょっと裏腹で非常にゆぅゆにとっては苦しい。経営の良い時には入湯税が
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多いから、その分見返りで入湯税見合い分補助しますよと言ったら、今度利用者減った

ら、その分減った分しか見合い分補助しませんよっていうことになったら、これもまた

裏腹な苦しい現状にまた追い打ちかけるようなそういう状況なので、その辺も今後に向

けてあり方も検討してもらいたいなということを付け加えておきます。町長の言うこと

よく分かりますけども、なかなか苦しい裏腹なのでそこはあれなんですけども、先程言

いましたように、ゆぅゆに対する補助は、他がやっている今のこのコロナ対策のあれと

は、ちょっと本質違うぞと、そこだけは理解しておいてもらいたいと思います。 

○岩藤議長 町長。 

○深川町長 ３月の議会でも申し上げましたとおり、ゆぅゆの経営につきましては、議員

の皆様からも懸念、今後のあり方については懸念しておられて、私の方からも、いつの

時期か直接投入をしなければならないという時期がくるかもしれないということも言及

させていただいております。先程、産業振興課長が申し上げましたとおり、ゆぅゆが輝

くためには、お客さんに来てもらわなければ、客商売っていうのは、そういうものだろ

うと思います。継続されるその結果が収支として付いてくるんだろうなと思います。工

夫をしながら一社の方とも話合いをしながら、先程言われたように、いろいろ経費の部

分で消費税のこと、入湯税の委託料の関係、改善できないだろうかという点も話合いを

もっておりますので、今後、双方話合いをしながら経営のプラスになるようなことは前

向きに取り組んでいきたいと思いますので、ご了承いただきたいと思います。 

○岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  ７番 嘉藤議員。 

○７番 嘉藤議員 また同じゆぅゆのことですけども、今回の事業でトレーラーハウス及

びコテージの関係についても補助を出すという、利用者へということでありますけど

も、このまんまいくと、１０月からオープンと言うか稼働するようなことになっていく

んだと思いますけども、それに対してゆぅゆの方の受け入れ態勢ですか、その辺はどう

なっているのか。ちゃんとここの部分でも謳ってますけども、ただただ宿泊してもらう

だけじゃなくて、いろんな部分のアウトドアとか他の要素とも組み入れてということで

春からずっと聞いてはおりますけども、その辺についてですね、ゆぅゆの方で受け入れ

態勢として、ちゃんと同時に進んでいるのか、そういうふうなソフト面についてもちょ

っとお伺いしたいと思います。 

○岩藤議長 産業振興課長。 

○五十嵐産業振興課長 トレーラーハウス導入に伴うゆぅゆの方の態勢の関係、準備の進

捗状況についてかと思います。それと、先程少しご説明申し上げた中にですね、８月１

９日の日に理事会がございます。この中で現実的な料金設定、トレーラーハウスの料金

設定、それから、５棟の名前の決定です。それから、食事の関係。これの有無及び料金。こ

れらについて最終決定をする準備を今のところ進めてございます。先程、議員からもお

話がありました、私の方の説明でも随時してきております、アウトドア等の準備、これ

につきましては、まず１０月１日のオープンを予定していることから冬に向かいます。 
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それで、当然夏のソフトについては、まだ準備期間が半年先ということで少し見送らせ

ていただこうということで今、中では話をしております。冬の部分についてですね、随

時この間、春から話は進めておりますが、それよりも先に現実的に料金の関係、食事の

関係、それから、名前の関係、そして、誰がそこを清掃する、日常的に管理をするとい

う話の方を先行させていたものですから、少し今アウトドアの部分については、同時進

行で協議はしておりますけども、まだ話としては最終的な煮詰まりまでには至っており

ません。１０月１日の段階で１００％のスタートを切るということではなくて、まずは

スタートを切らせていただいて、少しずつですねプラスアルファをしていく方向で今の

ところ経営陣の方としては確認を取っておりますので、また準備が整ってアナウンスが

できるようになったらですね、その辺皆さんの方にも周知させていただきたいというふ

うに思っております。当面、１０月１日のオープン予定に向けては、今着々と準備の方

は順調にいっているところでございますが、１９日でその辺を決定させていただきたい

という状況でございます。 

○岩藤議長 ７番。 

○７番 嘉藤議員 運営と言うか進め方については理解をしたところですけども、来年以

降の夏に向けてですね、多分ゆぅゆだけの話じゃなくて、他の専門の人達とかいろんな

人たちの関りの中で進めていかなきゃならない部分もあると思いますので、その辺はじ

っくり冬の間にでもやっていただければいいと思いますので、一つよろしくお願いをし

たいと思います。 

○岩藤議長 産業振興課長。 

○五十嵐産業振興課長 貴重なご意見有難うごさいます。嘉藤議員がおっしゃるようにで

すね、正直ゆぅゆの中だけでは、はばけてしまいます。あれもこれもというわけにはい

かないので、いろんな方の協力だったり、ご意見をいただきながら進めていかなきゃな

らないというのは重々承知しているつもりですので、時間のかかる部分もあるかもしれ

ませんが、その辺また何かあったらアドバイスの方もお願いしたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

○岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次のページに進みます。 

  ８ページ、９ページ。 

  ７款商工費。１０款教育費、４項社会教育費。 

  質疑はありませんか。 

  ４番 佐藤議員。 

○４番 佐藤議員 中程の、観光費でですね、プロモーションの委託料２００万あるんで

すが、これはこれとして観光振興のためにこういう予算を組んでいるわけですが、これ

前ページの、７ページの置戸町温泉熱利用促進事業補助金。町外者に対する補助事業と

同じように外部から人を呼ぶと言うかそういう促進策で、最初課長の方からですね、今
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１０月１日からということを考えているんだけど、状況に応じて対応したいということ

で、感染状況を勘案しながらやるということが、町外者に補助するのは考えたいという

ことなんで、これは連動して、このプロモーションの映像もですね、いつの時期からテ

レビに出てくるか分からないけど、今の状況ではタイムリーではないと思うので、状況

を見計らった中でしっかりＰＲしてもらいたいと思うんですね、状況を見計らった中

で。やっぱり今裏腹な部分があるから、感染症対策をやらなきゃならない、或いは集客

をしなきゃならない、２つのですね状況になっているので、いずれにしろ今お客さんが

来ないというのは、やっぱり客の心理として濃厚接触者になりたくないっていうのが現

実だと思うんですよ。２００円に下げた、３００円に下げたと言っても基本的には、そ

こにコロナに対する恐怖心があるからお客さんが増えないというのは、そこにあると思

うんですね、根本的にね。ですから、状況を見極めて、いつから実施するのは別として、 

１０月ではちょっと無理かもしれないけど、その感染の収束を見極めた中で実施を図る

べきだと、そういうふうに私としては思うんでありますが、その辺どうでしょうか。 

○岩藤議長 産業振興課長。 

○五十嵐産業振興課長 ただ今のＣＭ、動画制作の関係についてのご質問かと思います。 

ちょっと説明が足りなかった部分があるかと思います。申し訳ございません。基本的に

今回の動画、ＣＭにつきましては、メインというのは、アフターコロナに対する置戸町

の良さをＰＲするというところが一番の主になってございます。ですので、例えば、鹿

の子沢の景勝地であったり、そういう自然の部分、人混みを避けて楽しめるよという部

分を積極的にＰＲしたいと思っておりまして、その中に更に密を避けるという意味で、 

ただいま好調であります、コテージのＰＲ。それから、１０月オープン予定のトレー 

ラーハウスのＰＲを少しずつ埋め込んでいきたいなというふうに考えているところでご

ざいます。ですので、先程来お話の中に出ているコロナ対策と、この集客対策、観光対

策と言う相反する部分の施策というふうにも抑えているところではございますが、もち

ろん状況によってその辺は検討材料で協議はさせていただこうとは思っておりますけど

も、今後コロナが続いても置戸では、そのアフターコロナに対する観光ができますよみ

たいな動画で今のところイメージをしているということだけ説明をさせていただきたい

と思います。 

○岩藤議長 ４番。 

○４番 佐藤議員 今、パークゴルフ場、勝山とか拓殖とか駐車場を見るとですね、道外

のナンバーの車が、自家用車なのかレンタカーなのか分かりませんけど結構入ってます

ね。そういった中で、どうしてもウイルスというのは外から入るということが基本って

言うかそこが原因があると思うので、置戸をＰＲすることは重々それは賛成しますし大

いにやってもらいたいんだけど、それに付随して、ああいい温泉あるなと。じゃあ行こ

うぜっていうことになって、そこが密にならないようにその辺のことだけは十分に注意

してもらいたいと、そういうことを申し上げたいと思います。 

○岩藤議長 産業振興課長。 
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○五十嵐産業振興課長 承知いたしました。コロナの状況踏まえまして、随時協議をさせ

ていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  ７番 嘉藤議員。 

○７番 嘉藤議員 教育費、学校支援事業に要する経費のところで、今回、チャーター機

をという話がございますけども、対象者は小学校５・６年生。或いは、教員や引率であ

ろうかと思いますけども、その全体の人数等教えていただきたいのと、今、１１月の日

程ということになってますけど、今このコロナの状況を見ますとですね、ちょっと心配

かなと思うんですけど、その辺の考え方お知らせ下さい。 

○岩藤議長 社会教育課長。 

○須貝社会教育課長 ただ今ご質問ありました、参加する人数の関係でございます。児

童、５年生が１９名。６年生が２３名の計４１名。小学校の教員４名。社会教育課の職

員２名と報道関係者合わせて４８名を予定しております。コロナの関係でですね、非常

に今後控えている事業、コロナが収まることを願っていろいろ、９月、１０月、１１月、 

事業を社会教育課としては組んでおりますけども、昨日でオホーツク管内で２名という

ことで少し落ち着き加減でありながらも、首都圏、札幌市、近隣を中心に、コロナの感

染症がデルタ株も含め増えてきております。そんな中でもこちらのチャーター事業につ

きましては、航空機というのは座席がそんなにぎゅうぎゅうの座席ではなく、先程の資

料の裏面にもありますとおり、かなり空間を確保しながら、また航空機という性質上、 

報道では航空機に乗った際にマスクしている、していないで騒ぎになるということもあ

りますが、やはり上空、今回で言いますと、置戸との上空、１２００メートルのところ

を飛ぶ飛行機ですので、そういった空気の出し入れですとか、気密ですとか、その辺の

フィルター類と言うのは、ナノ・ピコレベルでの換気をするというようなシステムにな

っておりますので、小学校内でクラスターが出たとかですね、そういうことがない限り

実施は出来るかなと考えております。 

○岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次のページに進みます。 

  １０ページ、１１ページ。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、歳入に進みます。 

  ４ページ、５ページ。 

  ２．歳入。１０款地方交付税。１４款国庫支出金、２項国庫補助金。２１款町債。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、議案へお戻り願います。 
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  第２条 地方債の補正。 

  第２条 地方債の変更は、議案の３ページ、第２表 地方債補正をお開き下さい。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、歳入歳出を通して質疑漏れはありませんか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、ここでしばらく休憩します。意見調整を行いたいと思いますの

で、議員は議案持参の上、議員控室の方へ移動願います。説明員の方はそのまま自席で

お待ち下さい。 

                            

休憩 １１時３５分 

再開 １１時４０分 

                            

○岩藤議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  議案第３６号について質疑漏れはありませんか。 

  ６番 髙谷議員。 

○６番 髙谷議員 トレーラーハウスの先程いろいろ議論の中で出てきた、トレーラーハ

ウスのオープンの関係、１０月１日というようなお話でしたけども、先程いろいろ議論

の中で、この感染状況がどう動くか非常に今真っ只中でなかなか先行き見通しが立たな

い状況なんですけども、仮に、現状以上にまたまん延するような状況、北海道もある意

味ではね、まん延防止対策がオホーツクも含めて北海道全体でなんていうことが仮にも

あるとすれば、１０月１日っていうのは見直すのか。それとも、いろんな対策を講じな

がら、１０月１日からオープンしますよということがあれなのか。その辺確認をしたい

と思います。 

○岩藤議長 産業振興課長。 

○五十嵐産業振興課長 トレーラーハウスのオープン日についてのご質問かと思います。 

考え方としましては、基本的には１０月１日、これを軸にしているのは変わらないと思 

います。議員からもお話がありましたとおり、仮に緊急事態宣言であったり、まん延防 

止措置の適用範囲の拡大だったり、若しくはそこに至らなくても、この北見地区の定住 

自立圏域で何かが起きたとか縛りがかかった場合については、やはり考えなきゃならな 

いというふうには思っておりますが、現在もそうですけど、置戸町並びにオホーツク地 

域の中で何か、何て言いましょう、停止をされるような今のところ措置というのは出て 

おりませんので、この状況であれば予定通りオープンは進めていきたいなというふうに 

思っております。 

○岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、これで質疑を終わります。 
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  これから、議案第３６号 令和３年度置戸町一般会計補正予算（第２号）について討

論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 討論なしと認めます。 

  これで、討論を終わります。 

  これから、議案第３６号 令和３年度置戸町一般会計補正予算（第２号）の採決を行

います。 

  議案第３６号については、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

（賛成者起立） 

○岩藤議長 起立多数です。 

  したがって、議案第３６号 令和３年度置戸町一般会計補正予算（第２号）は、原案

のとおり可決されました。 

 

     ◎閉会宣言 

○岩藤議長 これで、本日の日程は全部終了しました。 

  会議を閉じます。 

  令和３年第４回置戸町議会臨時会を閉会します。 

閉会 午前１１時４４分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


